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放射線業務従事者等登録手続き 選任された放射線取扱主任者※がいる場合

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

電離放射線健康診断の受診

教育訓練の受講
RI法第22条に基づく

放射線業務従事者等承認申請書の作成･提出(WEB／PDF･紙)
電離放射線健康診断の結果「異常あり」の場合又は前年度の被ばく線量が1mSv以上の
場合、医師の意見が記載された電離放射線健康診断記録の写しを提出。PDF･紙の場合
は受入担当者へ提出。受入担当者経由で北管理棟安全管理室へ提出されます。

理研播磨地区放射線障害予防規程(e-learning)受講
45分～70分(入域場所による)

登録

※放射線取扱主任者：「放射性同位元素等の規制に関する法律」（RI法）に基づき、
放射性同位元素の取扱い、放射線を発生する装置を使用する事業所ごとに1名以上選任された放射線取扱主任者
を指します。
資格のみの保持者は含みません。

放射線取扱主任者の指示に従ってください
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放射線業務従事者等登録手続き 選任された放射線取扱主任者がいない場合

STEP 1 電離放射線健康診断の受診
一般健診とは項目が異なります。また、電離放射線健康診断受診後、医療機関からの
結果報告が２～3週間かかる場合がありますのでご注意ください。

教育訓練の受講
RI法第22条に基づく

放射線業務従事者等承認申請書の作成･提出(WEB／PDF･紙)
PDF･紙の場合は受入担当者へ提出。受入担当者経由で北管理棟安全管理室へ提出
されます。

理研播磨地区放射線障害予防規程(e-learning)受講
45分～70分(入域場所による)

登録

電離放射線健康診断記録の写しをアップロード

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5

放射線取扱主任者に代わり、申請書に所属元の労務管理者(責任者)※の記入が可能。

※労務管理者(責任者)とは、対象者の放射線従事者管理に関する実務を行っている部署の長など (人事部署の長、
労務上の責任者)で、被ばく管理(被ばく線量の記録/保存・電離放射線健康診断の記録/保存・教育訓練受講の
記録/保存)に責任を負う者です。

電離放射線健康診断の結果「異常あり*」の場合又は前年度の被ばく線量が1mSv
以上の場合、医師の意見の記載が必要 *｢再検査｣｢精密検査｣等

（ [従事可][就業可]を確認いたします）
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労務管理者(責任者)による手続きについて

・所属元に選任された放射線取扱主任者※がいない場合に限る

②電離放射線健康診断記録の写し

◆労務管理者(責任者)を申請書に記載するための要件

・健康診断の結果、異常あり*又は前年度の被ばく線量が1mSv以上の場合は
医師の意見付きの記録の写しを提出ください。*｢再検査｣｢精密検査｣等

（※資格のみの保持者は含まない）

・所定のURLより電離放射線健康診断記録の写しのみアップロード

＊全ての提出書類を放射線管理受付で確認後、e-learning受講案内を送付

前年度4月1日以降の日付

①放射線業務従事者等承認申請書（WEB/PDF･紙）

・電離放射線健康診断受診日の記載が必要
直近6ヶ月未満の日付（学生の場合は1年未満）

・教育訓練講習受講日の記載が必要

◆登録手続き

～～～～～～～～～～～～～
[従事可][就業可]を確認いたします。
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